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　公益社団法人かながわ住まいまちづくり協会（通称：まち協）は、平成７年に
公民連携の理念で設立された公益法人で、「福祉」「環境」「防災」をキーワード
に、神奈川県内のより良い“住まい”や“まちづくり”はどうあるべきか、とい
う観点から多くの事業を展開しています。
　これまで、まち協では建築の専門家や県、市町村の行政と連携して、広く県民
の方や事業者の方に普及啓発活動を行ってきましたが、このたび、次世代を担う
若者に対して、自分たちの“住まい”や“まち”をもっと理解してもらい、より
良い住まいまちづくりに繋げられたら、という思いで本冊子を作成しました。
　私たちが普段の生活を安全で快適に暮らすには、知っておくべきことが多くあ
ります。また、身近な住まいやまち（地域）をじっくり考えてみると、“なるほ
ど！”と感じさせることが多くあります。しかし、現在の教育カリキュラムで
は、建築やまちづくり等の分野はなかなか学ぶ機会がありません。大学の建築学
科の学生さんでも、大学に入学しての初めて学んだという人も多数います。
　本冊子によって、学生の皆さんが“住まい”や“まち”について考える機会を
増やし、興味を持ってもらえれば幸いです。
　なお、本冊子では、読み物としてだけでなく、多くの“なるほど！”を多く
知ってもらうために、問題提起と解説を分けて、先生方が授業で活用できるよう
に構成しました。必要な部分をコピーして授業で配布するなど、ご活用ください。

　最後に、本冊子の作成にあたり、監修いただいた香川大学教育学部・妹尾理子
教授をはじめ、作成メンバーの皆様、資料や写真を提供していただいた関係者の
皆様に、深く感謝申し上げます。

平成26年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人かながわ住まいまちづくり協会
　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　寶積　泰之
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　家族の多様化や少子高齢社会の進展、資源・エネルギーや環境問題の深刻化、
地震・津波をはじめとする自然災害の拡大など、現代社会が抱える諸課題と住ま
い・住環境は密接に関係しており、住教育の必要性が高まっています。
　住教育が扱う内容は幅広く、住まいそのものから地域の住環境まで多様な内容
が含まれています。学校教育では、家庭科、社会科、保健、理科や算数、国語、
美術などあらゆる教科学習や総合学習で、関連するさまざまな学習が考えられま
す。その中でも、主体的に生きる生活者を育てる学びとして、住まいに関する内
容が明確に位置づけられているのは、小・中・高等学校の家庭科です。近年の家
庭科教科書の充実ぶりには著しいものがあり、効果的に展開されるならば、日本
の住環境の質的向上に必ず貢献できると考えられます。しかし、現場の先生方と
話すなかでしばしば耳にするのは、子どもたちが興味を持ち心に残るような授業
を行いたいけれど、自分の専門知識や理解が十分でないためにうまく授業が作れ
ず困っている、という声です。苦手意識から、住教育はできれば避けたい、とい
う声もきかれます。したがって、家庭科を担当する先生方にとってわかりやすく
有効な資料や教材の開発は、重要な課題であるといえます。　　
　本教材は、現場の先生方の悩みに少しでも応えられることをめざして作成され
ました。教材の作成にあたっては、現場で建築やまちづくりにかかわっておられ
る専門家の方々と検討を重ねてきました。学校現場の実態や子どもたちの発達段
階を考慮しながら、どんな内容があれば良いのか、どのように記述すれば良いの
か、議論を繰り返したことは、充実した教材作成につながったと考えています。
　本教材は、配布して終わりという読み物ではなく、現場の先生方にまず読んで
いただいたうえで、必要なところを印刷するなどして授業で使っていただけるス
タイルになっています。また、導入を工夫し、親しみやすい構成になっていると
ころが特長と言えるでしょう。住教育実践を充実させるために、有効に活用して
いただけることを願っています。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香川大学　教育学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　授　　妹尾　理子

監 修 者 よ り




